
　　　　　 宝くじの助成金で整備しました
　（一財）自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの収
益を財源に、地域コミュニティ活動に必要な施設、または備品の整備などに助成
を行っています。
　今年度は、まちづくり協議会「チーム本城」と鹿谷自治会が助成金を受け、チー
ム本城は防災資機材（無線機）、鹿谷自治会はコミュニティ活動に必要な備品の
整備を行いました。
　宝くじの収益は、このように私たちの身近な
ところにも役立てられています。
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　　　　　 串間市の健全化判断比率などを公表します財 政

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定
により、次の５つの比率を公表します。
⑴実質赤字比率
　一般会計など（普通会計を構成する会計）の実質的
な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合
になるのかを示します。
⑵連結実質赤字比率
　全会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対して
どのくらいの割合になるのかを示します。
⑶実質公債費比率
　一般会計などの実質的な借入金の返済額が、標準的
な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示します。
⑷将来負担比率
　一般会計などが抱える実質的な負債の残高が、標準的
な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示します。
※ ⑴から⑷までの比率を「健全化判断比率」と言いま

す。数値が大きいほど、財政運営が悪化しているこ
とを示します。

⑸ 資金不足比率
　各公営企業の資金不足額が、事業の規模に対してど
のくらいの割合になるのかを示します。数値が大きい
ほど、その会計における財政運営が悪化していること
を示します。
　健全化判断比率のうち、１つでも早期健全化基準以
上となった場合は財政健全化計画を、また、資金不足
比率が経営健全化基準以上となった場合は経営健全化
計画を策定する必要があります。また、地方公共団体
の財政が早期健全化の状態よりもさらに悪化し、健全
化判断比率のうち、実質赤字比率、連結実質赤字比率、
実質公債費比率のいずれかが、財政再生基準以上と
なった場合は、財政再生計画を策定する必要がありま
す。
　令和３年度の決算に基づき算定された串間市の健全
化判断比率および資金不足比率は、下表のとおりです。
今後も、数値の検証分析を進め、健全化に努めます。

■健全化判断比率

比率の名称 Ｒ３年度 Ｒ２年度 早期健全
化基準

財政
再生基準

実 質 赤 字 比 率 ― ― 14．05% 20．0%

連結実質赤字比率 ― 3．20% 19．05% 30．0%

実質公債費比率 6．5% 6．1% 25．0% 35．0%

将 来 負 担 比 率 51．3% 62．8% 350．0%

※ 「実質赤字比率」と「連結実質赤字比率」の「－」は、実質赤字額および連結実
質赤字額がないことを示しています。

■資金不足比率

特別会計の名称
資金不足比率 経営健全

化基準Ｒ３年度 Ｒ２年度
串間市水道事業会計 ― ― 20．0%

串間市病院事業会計 64．9% 71．1% 20．0%

串間市農業集落排水事業特別会計 ― ― 20．0%

串間市公共下水道事業特別会計 ― ― 20．0%

串間市漁業集落排水事業特別会計 ― ― 20．0%

※各会計の資金不足比率の「－」は、資金不足額がないことを示しています。

　 財務課財政係　☎5 5 ‐ 1147問

～令和３年度の決算に基づき、串間市の健全化判断比率などを算定しましたのでお知らせします～
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